
― 23 ―

「皇位は世襲」の皇室永続に向けて

一
　
高
円
宮
家
次
女
ご
婚
約
内
定
を
契
機
に

　

長
ら
く
待
ち
望
ま
れ
て
い
た
高
円
宮
家
の
次
女
典
子
女
王

（
25
）
と
出
雲
国
造
家
の
継
嗣
千
家
国
麿
氏
（
40
）
と
の
ご
婚

約
内
定
が
、
五
月
二
十
七
日
、
正
式
に
発
表
さ
れ
た
。
ま
さ
に

こ
の
上
な
い
良
縁
で
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
た
い
（
括
弧

内
は
私
注
、
算
用
数
字
は
現
満
年
齢
、
以
下
同
）。

　

発
表
当
日
、
私
は
三
社
か
ら
取
材
を
受
け
た
。
そ
の
一
つ
、

共
同
通
信
へ
の
コ
メ
ン
ト
要
旨
が
、
京
都
新
聞
な
ど
の
翌
二
十

八
日
朝
刊
に
次
の
ご
と
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

立
派
な
縁
組
み
が
で
き
て
誠
に
喜
ば
し
い
。
た
だ
、
こ
の

機
会
に
し
っ
か
り
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ

る
。
公
的
な
ご
活
動
を
分
担
す
る
皇
族
が
、
次
々
と
皇
室

を
離
れ
て
も
（
離
れ
る
ほ
か
な
い
今
の
制
度
で
）
い
い
の

か
。
皇
位
継
承
は
秋
篠
宮
の
悠
仁
（
ひ
さ
ひ
と
）
親
王
ま

で
確
定
し
て
い
る
と
し
て
、
そ
の
中
心
（
三
代
先
の
天
皇
）

を
支
え
る
人
々
が
少
な
く
な
る
。
姉
の
眞
子
さ
ま
（
22
）、

佳
子
さ
ま
（
19
）
が
結
婚
さ
れ
た
ら
、
秋
篠
宮
家
す
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
そ
ん
な
不
安
を
抱
え
て

結
婚
を
た
め
ら
わ
れ
る
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、
早
急
に

制
度
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。
今
回
の
婚
約
内
定
が
、
将

来
の
皇
室
の
在
り
方
を
政
府
も
国
民
も
具
体
的
に
考
え
る

契
機
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

も
う
一
つ
は
、
産
経
新
聞
の
若
い
記
者
か
ら
電
話
が
あ
り
、

同
じ
趣
旨
の
管
見
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
た
。
し
か
し
、
翌
日
の
朝
刊
は
、

そ
れ
を
全
文
カ
ッ
ト
し
て
、「
現
実
味
帯
び
る
皇
族
方
の
減
少
」

と
の
見
出
し
記
事
に
、「
男
系
男
子
の
伝
統
を
維
持
し
な
が
ら

皇
族
減
少
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
ど
う
す
べ
き
か
」

と
問
い
か
け
、
次
の
よ
う
な
対
案
だ
け
載
せ
て
い
る
。

麗
沢
大
の
八
木
秀
次
教
授
は
、「
昭
和
二
十
二
年
に
皇
籍

離
脱
し
た
旧
皇
族
の
男
性
に
よ
る
宮
家
の
創
設
が
、
男
系

に
よ
る
皇
位
継
承
の
原
理
に
か
な
う
」
と
解
説
す
る
。
旧

皇
族
は
享
和
２
（
一
八
〇
二
）
年
に
生
ま
れ
た
邦
家
親
王

（
伏
見
宮
）
の
子
孫
に
あ
た
り
、
明
治
天
皇
や
昭
和
天
皇

の
内
親
王
も
嫁
い
で
い
る
。「
旧
皇
族
は
も
う
一
つ
の
皇

統
、
そ
の
こ
と
へ
の
国
民
の
理
解
も
進
ん
で
き
た
の
で
は
」

　
　
「
皇
位
は
世
襲
」
の
皇
室
永
続
に
向
け
て
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と
話
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
八
木
教
授
の
口
述
を
記
者
が
要

約
し
た
に
せ
よ
、
本
人
の
確
認
を
と
っ
て
い

る
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
前
半
の
男
系
原

理
主
義
は
持
論
と
し
て
判
る
が
、
後
半
の

「
旧
皇
族
は
も
う
一
つ
の
皇
統
」
と
い
う
見

解
に
は
驚
き
を
禁
じ
得
な
い
。

　
　
二
　
桂
宮
宜
仁
親
王
の
薨
去
と

　
　
　
　
現
存
宮
家
の
将
来

　

前
記
の
典
子
女
王
は
、
三
笠
宮
崇
仁
親
王

（
98
）
の
孫
娘
五
名
の
御
一
方
で
あ
る
か
ら
、

御
婚
約
内
定
（
今
秋
御
婚
儀
）
を
大
殿
下
も

同
妃
百
合
子
さ
ま
（
90
）
も
さ
ぞ
お
悦
び
で

あ
ろ
う
。

　

し
か
る
に
、
こ
の
朗
報
か
ら
間
も
な
い
六

月
八
日
、
数
年
前
よ
り
入
退
院
を
繰
り
返
し

て
お
ら
れ
た
桂
宮
宜
仁
親
王
（
66
）
が
薨
去

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
大
殿
下
御
夫
妻
の
ご
悲

嘆
ご
心
痛
は
い
か
ば
か
り
か
と
想
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
宮
家
の
構
成
を
見

る
と
、
三
笠
宮
家
で
は
三
名
の
親
王
と
二
名

の
内
親
王
に
恵
ま
れ
た
。
こ
れ
は
、
崇
仁
親

皇室の構成

内廷（本家）：５方（男２、女３）
宮家（分家）：４家（男４、女12）
未婚者：親王１、内親王３、女王５

昭
和
天
皇
87

（
小
和
田
）
雅
子
50

〈
敬
宮
〉

愛
子
内
親
王
⑿

眞
子
内
親
王
22

佳
子
内
親
王
⒆

悠
仁
親
王
⑺

彬
子
女
王
32

瑶
子
女
王
30

承
子
女
王
28

典
子
女
王
25
☆

絢
子
女
王
23

﹇
秋
篠
宮
﹈

文
仁
親
王
48

（
川
島
）
紀
子
47

清
子
内
親
王

　（↓
黒
田
）45

（
正
田
）
美
智
子
79

﹇
皇
后
﹈

﹇
皇
太
子
﹈

香
淳
皇
后
97

（
久
邇
宮
良
子
女
王
）

〔
秩
父
宮
〕×

雍
仁
親
王
50

〔
高
松
宮
〕×

宣
仁
親
王
82

〔
三
笠
宮
〕

崇
仁
親
王
98

（
高
木
）
百
合
子
90

〔
常
陸
宮
〕

正
仁
親
王
78

（
津
軽
）
華
子
73

成
子
内
親
王（
↓
東
久
邇
）35

和
子
内
親
王（
↓
鷹
司
）59

厚
子
内
親
王（
↓
池
田
）82

貴
子
内
親
王（
↓
島
津
）74

寛
仁
親
王
68

（
麻
生
）
信
子
59

〔
桂
宮
〕×

宜
仁
親
王
66

〔
高
円
宮
〕

憲
仁
親
王
47

（
鳥
取
）
久
子
60

甯
子
内
親
王（
↓
近
衛
）70

容
子
内
親
王（
↓
千
）62

○内は崩御・薨去の満年齢
（　）内は平成 26 年（2014）６月現在の満年齢
☆典子女王は今秋千家国麿氏と結婚内定
※参考拙著『皇室典範と女性宮家』（勉誠出版）

今
上
天
皇 

80

徳
仁
親
王 

54
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王
の
兄
君
（
十
三
歳
年
上
の
秩
父
宮
雍
仁
親
王
と
十
歳
年
上
の

高
松
宮
宣
仁
親
王
）
に
一
人
も
御
子
さ
ま
が
な
か
っ
た
の
と
較

べ
て
、
大
き
な
違
い
で
あ
る
。

　

明
治
以
来
の
皇
室
典
範
で
も
戦
後
の
現
行
典
範
で
も
、
宮
家

当
主
は
男
性
に
限
ら
れ
、
皇
族
間
で
す
ら
養
子
が
認
め
ら
れ
な

い
。
そ
の
結
果
、
秩
父
宮
家
と
高
松
宮
家
は
、
両
当
主
御
夫
妻

の
他
界
に
よ
り
廃
絶
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
三
笠
宮
家
で
は
、
内
親
王
の
甯
子
（
や
す

こ
）
さ
ま
と
容
子
（
ま
さ
こ
）
さ
ま
が
近
衛
家
と
裏
千
家
に
嫁

が
れ
て
も
、
三
名
の
親
王
に
よ
っ
て
、
必
ず
や
末
広
が
り
に
続

い
て
い
く
に
違
い
な
い
と
み
ら
れ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
長
男
の
寛
仁
親
王
は
、
昭
和
五
十
三
年
（
33
）、

麻
生
信
子
さ
ん
と
結
婚
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
御
子
さ
ま
は
女
王

二
名
で
、
男
王
に
恵
ま
れ
な
い
ま
ま
、
一
昨
年
の
六
月
（
65
）

他
界
さ
れ
た
。
ま
た
三
男
の
憲
仁
親
王
は
、
昭
和
五
十
九
年

（
30
）、
鳥
取
久
子
さ
ん
と
結
婚
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
御
子
さ
ま

は
女
王
三
名
で
、
男
王
に
恵
ま
れ
な
い
ま
ま
、
平
成
十
四
年
の

十
一
月
（
47
）
他
界
さ
れ
た
。
さ
ら
に
次
男
の
宣
仁
親
王
は
、

昭
和
六
十
三
年
二
月
（
40
）
結
婚
せ
ず
に
独
立
し
て
宮
号
を

賜
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
た
び
薨
去
さ
れ
た
の
で
、
同
家
は
廃

絶
し
て
し
ま
う
。

　

し
か
も
、
現
行
の
皇
室
典
範
を
改
め
な
い
限
り
、
三
笠
宮
家

の
彬
子
女
王
（
32
）
と
瑶
子
女
王
（
30
）、
お
よ
び
高
円
宮
家

の
長
女
承
子
女
王
（
28
）
と
三
女
絢
子
女
王
（
23
）
の
四
名
が
、

今
回
の
次
女
典
子
女
王
（
25
）
と
同
様
に
、
次
々
と
結
婚
さ
れ

る
な
ら
ば
（
結
婚
せ
ず
に
残
ら
れ
て
も
）、
や
が
て
両
宮
家
は

無
く
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
現
在
、
内
廷
皇
族
の
皇
太
子
家
は
、

当
然
宮
号
が
な
く
、
徳
仁
親
王
（
54
）
が
即
位
さ
れ
、
愛
子
内

親
王
（
12
）
が
結
婚
さ
れ
る
と
、
何
も
残
ら
な
い
。
ま
た
秋
篠

宮
家
は
、
文
仁
親
王
（
48
）
が
兄
君
の
即
位
に
よ
り
皇
太
弟
と

な
れ
ば
、
当
主
を
長
男
悠
仁
親
王
（
７
）
に
譲
ら
れ
る
で
あ
ろ

う
が
、
そ
の
間
に
長
女
眞
子
内
親
王
（
22
）
と
次
女
佳
子
内
親

王
（
19
）
が
結
婚
さ
れ
る
な
ら
ば
（
結
婚
せ
ず
に
残
ら
れ
て

も
）、
や
が
て
悠
仁
親
王
が
皇
太
子
・
天
皇
に
な
ら
れ
た
ら
、

同
家
も
廃
絶
す
る
恐
れ
が
あ
る
（
た
だ
、
そ
の
間
に
悠
仁
親
王

が
結
婚
し
て
複
数
の
男
子
を
儲
け
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
次
男

に
よ
り
相
続
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
ろ
う
）。

三
　
皇
室
永
続
の
根
本
要
件
は
皇
位
の
世
襲

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
直
視
し
、
今
の
ま
ま
推
移
す
る
先
ま
で

予
想
す
れ
ば
、
皇
室
の
永
続
が
極
め
て
危
い
こ
と
は
否
定
し
難

い
。
で
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
、
と
い
う
問
題
意
識
の
も

と
に
、
十
数
年
前
か
ら
様
々
な
議
論
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。

　

そ
の
間
に
、
私
は
日
本
の
法
制
文
化
史
を
研
究
す
る
立
場
か

ら
、『
皇
位
継
承
』（
高
橋
紘
氏
と
の
共
著
、
文
春
新
書
、
平
成
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十
年
）
を
は
じ
め
、『
皇
位
継
承
の
あ
り
方
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
、

平
成
十
八
年
）
や
『
皇
室
典
範
と
女
性
宮
家
』（
勉
誠
出
版
、

平
成
二
十
四
年
）
な
ど
に
管
見
を
述
べ
て
き
た
。
そ
れ
ら
を
ふ

ま
え
て
、
現
時
点
で
の
要
旨
を
以
下
に
略
記
し
よ
う
。

　

念
の
た
め
、
そ
う
し
た
議
論
の
前
提
は
、
わ
が
国
に
と
っ
て

不
可
欠
な
“
皇
室
の
永
続
”
を
心
か
ら
念
願
し
な
が
ら
、
そ
の

大
目
的
の
た
め
に
何
を
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
真
剣
に
考
え

て
、
良
識
的
（
本
質
的
・
現
実
的
）
な
具
体
案
を
提
示
し
よ
う

と
す
る
意
識
を
、
誰
し
も
共
有
す
る
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
私
な
り
に
皇
室
の
永
続
に
向
け
て
最
も
重
要
と
考

え
て
い
る
こ
と
は
二
点
あ
る
。
第
一
は
、
皇
位
が
世
襲
で
確
実

に
継
承
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
第
二
は
、
皇
室
の
活
動
が

十
分
可
能
な
よ
う
に
す
る
こ
と
、
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

こ
の
う
ち
、
前
者
に
関
し
て
は
、
被
占
領
下
に
作
ら
れ
た
現

行
の
日
本
国
憲
法
で
す
ら
、
第
一
章
を
「
天
皇
」
と
し
、
そ
の

第
二
条
に
「
皇
位
は

4

4

4

、
世
襲
の
も
の

4

4

4

4

4

で
あ
っ
て
、
国
会
の
議
決

し
た
皇
室
典
範
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ
を
継
承
す
る
」

と
明
示
し
て
い
る
。

　

こ
こ
に
定
め
ら
れ
る
「
皇
位
は
世
襲
」
の
意
義
に
つ
い
て
、

憲
法
制
定
に
直
接
関
与
し
た
宮
沢
俊
義
氏
著
（
芦
部
信
喜
氏
補

訂
）
の
『
全
訂
日
本
国
憲
法
』（
昭
和
五
十
三
年
、
日
本
評
論

社
）
に
は
、「
天
皇
の
制
度
を
維
持
す
る
た
め
…
…
憲
法
の
定

め
る
（
一
般
国
民
の
）
法
の
下
の
平
等
の
原
理
は
、
天
皇
の
世

襲
と
い
う
重
大
な
例
外
を
認
め
て
い
る
」（
55
頁
）
と
解
説
し

て
い
る
。「
天
皇
の
制
度
を
維
持
す
る
」
つ
ま
り
皇
室
の
永
続

に
は
、
皇
位
の
世
襲
こ
そ
根
本
要
件
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
皇
室
永
続
の
根
本
要
件
と
し
て
重
視
す
べ
き

「
皇
位
は
世
襲
」
と
い
う
大
原
則
を
守
っ
て
い
こ
う
と
す
れ
ば
、

そ
の
歴
史
的
な
実
情
を
ふ
ま
え
て
現
行
法
制
を
見
直
し
、
将
来

的
に
維
持
可
能
な
在
り
方
を
作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

四
　
皇
位
世
襲
の
歴
史
的
実
情
と
典
範
の
制
約

　

そ
こ
で
、
皇
位
世
襲
の
来
歴
を
み
る
と
、
確
か
に
神
武
天
皇

か
ら
今
上
陛
下
に
至
る
ま
で
、
例
外
な
く
男
系
（
父
系
）
に
よ

り
継
承
さ
れ
て
き
た
。
し
か
も
、
男
系
の
男
子
に
よ
る
継
承
を

実
現
す
る
た
め
、
側
室
を
容
認
し
、
直
系
に
適
任
の
男
子
が
な

け
れ
ば
、
傍
系
に
男
子
を
求
め
た
例
も
少
く
な
い
。

　

そ
の
う
ち
、
前
帝
と
の
血
縁
関
係
が
最
も
遠
い
例
は
、
Ａ
Ｄ

五
〇
六
年
に
崩
御
さ
れ
た
�
武
烈
天
皇
の
後
に
立
て
ら
れ
た
⑮

応
神
天
皇
五
世
孫
の
男お
お
ど
の
き
み

大
迹
王
＝
�
継
体
天
皇
で
あ
り
、
十
親

等
離
れ
て
い
る
。
た
だ
、
北
陸
に
い
た
男
大
迹
王
は
、
即
位
し

て
も
暫
く
容
易
に
大
和
へ
入
る
こ
と
が
で
き
ず
、
前
帝
�
の
妹

の
手た
し
ら
か
の
ひ
め
ぎ
み

白
香
皇
女
を
皇
后
（
大
后
）
に
納
れ
て
か
ら
地
位
が
安
定

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
江
戸
時
代
に
は
、
一
七
七
九
年
118
後
桃
園
天
皇
（
22
）

が
、
女
御
近
衛
維
子
と
の
間
に
生
ま
れ
た
一
歳
未
満
の
欣
子
内



― 27 ―

「皇位は世襲」の皇室永続に向けて

親
王
を
残
し
て
崩
御
さ
れ
る
と
、
七
親
等
離
れ
た
閑
院
宮
家
三

代
目
の
兼
仁
親
王
（
８
）
が
、
119
光
格
天
皇
と
し
て
擁
立
さ
れ

た
。
た
だ
、
そ
の
際
に
兼
仁
親
王
は
、
前
帝
118
の
「
御
養
子
」

と
さ
れ
、
前
帝
の
女
御
を
「
養
母
」
と
す
る
の
み
な
ら
ず
、
や

が
て
即
位
時
の
約
束
ど
お
り
、
欣
子
内
親
王
を
中
宮
（
皇
后
）

に
迎
え
て
お
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
古
来
の
皇
位
継
承
者
は
、
す
べ
て
男
系
で
あ
り
、

ほ
と
ん
ど
男
子
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
帝
と
の
血
縁
が

遠
い
男
子
（
そ
れ
で
も
十
親
等
以
内
）
は
、
前
帝
と
の
関
係
を

強
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
正
統
性
を
高
め
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
皇
位
の
世
襲
に
は
皇
族
男
子
の
存
在
が

重
要
だ
け
れ
ど
も
、
前
帝
関
係
の
皇
女
・
后
妃
の
役
割
も
大
き

か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

し
か
も
、
過
去
に
八
方
十
代
の
女
帝
が
お
ら
れ
た
。
こ
れ
は

古
代
か
ら
男
系
の
男
子
を
優
先
し
な
が
ら
、
男
系
の
女
子
で
あ

れ
ば
容
認
す
る
考
え
方
で
あ
り
、
約
千
三
百
年
前
の
『
大
宝
・

養
老
令
』（
継
嗣
令
）
で
も
「
女
帝
」
を
公
認
し
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
明
治
の
憲
法
と
並
び
立
つ
旧
皇
室
典
範
で
は
、

「
皇
位
ハ
祖
宗
ノ
皇
統
ニ
シ
テ
男
系
ノ
男
子
之
ヲ
継
承
ス
」
と

規
定
し
て
「
男
系
の
女
子
」
を
排
除
し
た
。
ま
た
、
戦
後
に
新

憲
法
の
下
で
定
め
ら
れ
た
新
皇
室
典
範
も
、「
皇
位
は
、
皇
統

に
属
す
る
男
系
の
男
子
が
、
こ
れ
を
継
承
す
る
」
と
し
て
「
男

系
の
女
子
」
を
否
定
す
る
の
み
な
ら
ず
、
男
子
で
も
正
室
の
嫡

子
に
限
り
側
室
の
庶
子
を
否
認
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
制
約
は
、
当
時
、
必
要
と
考
え
て
設
け
ら
れ
た

の
で
あ
ろ
う
が
、
古
代
か
ら
近
世
ま
で
容
認
さ
れ
て
き
た
皇
族

女
子
（
男
系
女
子
）
の
女
帝
を
除
外
し
た
（
し
か
も
戦
後
は
嫡

出
の
男
子
に
限
定
し
、
傍
系
宮
家
の
一
斉
降
下
を
強
行
し
た
）

結
果
、
皇
位
継
承
の
有
資
格
者
が
少
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

五
　
三
代
先
ま
で
「
男
系
の
男
子
」
維
持
可
能

　

け
れ
ど
も
、
こ
の
よ
う
に
厳
し
い
規
定
の
も
と
で
、
123
大
正

天
皇
は
貞
明
皇
后
と
の
間
に
親
王
四
名
、
ま
た
124
昭
和
天
皇
は

香
淳
皇
后
と
の
間
に
親
王
二
名
を
儲
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

嫡
出
の
皇
長
子
に
よ
る
皇
位
の
世
襲
を
実
現
で
き
た
。

　

さ
ら
に
125
今
上
陛
下
も
皇
后
陛
下
と
の
間
に
親
王
二
名
を
恵

ま
れ
た
。
今
の
と
こ
ろ
、
長
男
の
皇
太
子
徳
仁
親
王
に
は
、
女

子
（
敬
宮
愛
子
内
親
王
）
し
か
お
ら
れ
な
い
が
、
次
男
の
秋
篠

宮
文
仁
親
王
に
は
、
男
子
（
悠
仁
親
王
）
を
授
か
っ
た
。

　

従
っ
て
、
こ
の
ま
ま
順
調
に
進
ん
で
い
け
ば
、
皇
位
は
次
の

次
の
次
（
三
代
先
）
ま
で
「
男
系
の
男
子
」
に
よ
り
世
襲
す
る

こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
現
行
典
範
の
皇
位
継
承
規
定
（
第
一
条
・

第
二
条
）
は
、
三
代
先
ま
で
維
持
可
能
と
い
え
よ
う
。

　

た
だ
、
何
事
も
必
ず
期
待
ど
お
り
に
推
移
す
る
と
は
限
ら
な

い
、
と
い
う
想
定
外
の
事
態
も
慮
外
に
置
い
て
は
な
ら
な
い
。
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ま
た
、
幸
い
順
調
に
進
む
と
し
て
も
、
三
代
先
に
即
位
予
定
の

悠
仁
親
王
が
二
十
数
年
以
内
に
結
婚
さ
れ
る
場
合
、
現
行
法
を

改
め
な
い
限
り
、
お
相
手
の
女
性
は
男
子
を
産
ま
ね
ば
な
ら
な

い
、
と
い
う
重
圧
を
背
負
う
こ
と
に
な
る
か
ら
、
容
易
に
婚
約

が
決
ま
ら
な
い
恐
れ
も
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
目
出
度
く
結
婚
さ
れ

て
も
、
女
子
し
か
生
ま
れ
な
け
れ
ば
、
そ
こ
で
「
男
系
の
男
子
」

に
よ
る
皇
位
の
世
襲
は
途
絶
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、「
皇
位
は
世
襲
」
と

い
う
根
本
要
件
は
、「
男
系
の
男
子
」
に
よ
り
継
承
す
る
こ
と

を
原
則
と
し
て
維
持
し
な
が
ら
、
万
一
の
事
態
に
備
え
て
、
㋑

少
な
く
と
も
先
例
の
あ
る
「
男
系
の
女
子
」
に
よ
る
継
承
（
女

性
天
皇
）
の
可
能
性
を
認
め
て
お
き
、
㋺
そ
の
後
で
必
要
が
あ

れ
ば
女
性
天
皇
の
子
孫
に
よ
る
継
承
（
女
系
天
皇
）
を
も
例
外

的
に
認
め
て
い
く
、
と
い
う
よ
う
な
二
段
階
以
上
の
現
実
的
な

法
改
正
を
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

ち
な
み
に
、
前
掲
の
八
木
教
授
と
近
い
立
場
か
と
み
ら
れ
る

日
本
大
学
の
百
地
章
教
授
は
、『
憲
法
の
常
識
、
常
識
の
憲
法
』

（
平
成
十
七
年
、
文
春
新
書
）
の
中
で
、「
万
一
の
場
合
に
は
、

皇
統
を
守
る
た
め

4

4

4

4

4

4

4

に
、
女
帝
さ
ら
に
は
女
系
の
選
択
と
い
う
こ

と
も
あ
り
得
る
」（
98
頁
）
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
同
氏
は
「
女
帝
を
認
め
た
場
合
、
第
一
子
主
義

を
採
用
す
る
か
、
男
子
を
優
先
す
る
か
で
…
…
複
雑
な
問
題
も

生
じ
て
く
る
」
と
指
摘
し
た
上
で
、「
皇
統
を
守
る
」
と
い
う

目
的
の
た
め
に
「
万
一
の
場
合
」
を
予
見
し
て
「
女
帝
」
も

「
女
系
」
も
選
択
す
る
こ
と
ま
で
容
認
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

六
　
天
皇
・
皇
族
の
担
わ
れ
る
公
的
な
活
動

　

皇
位
の
世
襲
は
、
従
来
ど
お
り
「
男
系
の
男
子
」
に
よ
る
継

承
が
三
代
先
ま
で
可
能
と
み
ら
れ
る
今
日
、
現
行
の
皇
室
典
範

に
定
め
る
第
一
条
の
根
本
原
則
は
、
当
分
（
悠
仁
親
王
の
結
婚

問
題
に
対
応
す
る
ま
で
）
変
更
し
な
く
て
も
よ
い
。
と
は
い
え
、

そ
の
間
に
も
皇
室
（
天
皇
・
皇
族
）
の
公
的
活
動
は
、
絶
え
ず

続
け
ら
れ
る
か
ら
、
そ
れ
を
担
い
う
る
方
々
が
皇
室
に
居
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

で
は
、
皇
室
の
公
的
な
活
動
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

現
に
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
天
皇
陛
下
の
お
務
め
は
、

拙
著
『
天
皇
の
〈
ま
つ
り
ご
と
〉』（
平
成
二
十
一
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

出
版
生
活
人
新
書
）
に
詳
述
し
た
ご
と
く
、
大
別
す
れ
ば
左
の

三
種
類
か
ら
成
る
。

　
　

Ⅰ�　

憲
法
の
定
め
る
国
事
行
為
（
全
十
二
項
目
）

　
　

Ⅱ　

象
徴
と
し
て
の
公
的
行
為
（
恒
例
・
臨
時
）

　
　

Ⅲ　

神
々
に
祈
ら
れ
る
祭
祀
行
為
（
恒
例
・
臨
時
）

　

こ
の
う
ち
Ⅰ
は
、
現
行
憲
法
が
第
六
条
に
定
め
る
内
閣
総
理

大
臣
と
最
高
裁
判
所
長
官
の
任
命
（
親
任
）
お
よ
び
第
七
条
に

定
め
る
十
項
目
（
法
律
・
政
令
の
公
布
、
大
使
・
公
使
の
接
受

な
ど
）
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
天
皇
陛
下
が
単
独
で
行
わ
れ
る
。
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「皇位は世襲」の皇室永続に向けて
　

つ
い
で
Ⅱ
は
、
天
皇
が
日
本
国
の
象
徴
（
代
表
者
）
お
よ
び

国
民
総
合
の
象
徴
（
中
心
者
）
と
し
て
公
的
に
行
わ
れ
る
こ
と

が
ふ
さ
わ
し
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
、
君
主
的
な
行
為
（
皇

居
で
の
内
外
要
人
な
ど
の
応
接
、
国
内
・
海
外
へ
の
行
幸
な
ど
）

と
伝
統
的
な
行
為
（
新
年
歌
会
始
、
春
秋
の
園
遊
会
な
ど
）
が

あ
る
。
そ
の
大
部
分
に
、
皇
后
陛
下
も
同
伴
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
Ⅲ
は
、
天
皇
が
明
治
以
来
の
「
皇
室
祭
祀
令
」
に
基

づ
き
国
家
・
国
民
の
た
め
に
祈
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
恒
例
の

大
祭
（
新
嘗
祭
・
先
帝
祭
な
ど
）
と
小
祭
（
歳
旦
祭
・
天
長
祭

な
ど
）
お
よ
び
臨
時
祭
（
式
年
祭
な
ど
）
が
あ
る
。
そ
の
主
体

は
天
皇
御
自
身
で
あ
る
が
、
皇
后
・
皇
太
子
・
同
妃
も
殿
内
で

拝
礼
さ
れ
、
他
の
成
年
皇
族
も
階
下
か
ら
拝
礼
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
を
集
計
す
る
と
、
年
間
数
百
件
ど
こ
ろ
か
何
千
件
に

も
の
ぼ
る
。
特
に
Ⅰ
も
Ⅲ
も
重
要
で
あ
る
が
、
Ⅱ
の
公
的
行
為

は
平
成
に
入
っ
て
益
々
多
く
な
り
、
両
陛
下
は
土
日
祝
日
で
も

ほ
と
ん
ど
休
ま
れ
る
暇い
と
ま

が
な
い
。

　

以
上
は
主
に
本
家
＝
内
廷
（
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
と
皇
太
子
・

同
妃
両
殿
下
）
を
中
心
と
す
る
お
務
め
で
あ
る
が
、
分
家
の
四

宮
家
（
秋
篠
宮
・
常
陸
宮
・
三
笠
宮
・
高
円
宮
）
の
方
々
も
、

成
年
（
満
二
十
歳
以
上
）
の
皇
族
男
女
は
、
右
の
Ⅱ
に
参
列
し

た
り
Ⅲ
で
拝
礼
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
各
々
に
宮
家
で
分
担
す

る
公
的
な
活
動
を
行
っ
て
お
ら
れ
る
。

　

た
と
え
ば
、
皇
后
陛
下
が
名
誉
総
裁
の
日
本
赤
十
字
は
、
各

宮
家
で
副
総
裁
を
務
め
ら
れ
る
。
ま
た
秋
篠
宮
殿
下
（
48
）
は

山
階
鳥
類
研
究
所
な
ど
六
団
体
、
常
陸
宮
殿
下
（
78
）
は
日
本

肢
体
不
自
由
児
協
会
な
ど
七
団
体
、
三
笠
宮
殿
下
（
98
）
は
中

近
東
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
三
団
体
、
さ
ら
に
一
昨
年
亡
く
な
っ

た
寛
仁
親
王
は
柏
朋
会
な
ど
十
四
団
体
、
今
回
亡
く
な
っ
た
桂

宮
殿
下
は
四
団
体
、
十
二
年
前
に
亡
く
な
っ
た
高
円
宮
殿
下
は

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
な
ど
十
三
団
体
の
総
裁
（
会
長
）
や
名
誉

総
裁
な
ど
を
引
き
受
け
、
各
事
業
の
育
成
・
奨
励
に
努
め
て
こ

ら
れ
た
。
そ
の
社
会
的
・
文
化
的
な
意
味
は
極
め
て
大
き
い
。

　

し
か
し
、
当
主
が
薨
去
な
さ
れ
ば
、
そ
の
妃
殿
下
や
子
孫
の

殿
下
が
暫
定
的
に
引
き
継
が
れ
る
に
せ
よ
、
や
が
て
宮
家
が

次
々
と
廃
絶
し
て
い
け
ば
、
そ
れ
を
皇
族
の
立
場
で
担
う
こ
と

が
困
難
と
な
る
に
違
い
な
い
。

七
　
皇
室
活
動
の
分
担
可
能
な
宮
家
の
保
持

　

そ
こ
で
、
当
面
早
急
に
検
討
す
べ
き
は
、
こ
の
よ
う
な
皇
室

の
公
的
活
動
を
分
担
す
る
こ
と
の
で
き
る
皇
族
の
減
少
を
く
い

止
め
、
適
正
な
数
の
宮
家
を
保
持
す
る
具
体
策
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
前
述
の
と
お
り
、
当
分
（
ほ
ぼ
十
数
年
か
）
中
核
の
皇
位

継
承
問
題
と
切
り
離
し
、
周
辺
の
皇
室
活
動
問
題
と
し
て
対
処

す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
将
来
の
状
況
に
よ
っ
て
は

前
者
と
無
関
係
で
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
課
題
解
決
に
は
、
二
つ
の
道
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
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つ
は
、
皇
族
女
子
が
結
婚
さ
れ
て
も
皇
室
に
留
ま
れ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
旧
皇
族
か
そ
の
子
孫
が
皇
籍
を
取

得
し
て
皇
室
へ
入
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
共
に
決
し

て
簡
単
で
は
な
い
が
、
よ
く
よ
く
工
夫
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
ず
前
者
は
、
現
行
典
範
の
第
十
二
条
を
改
め
て
、「
皇
族

は
（
男
女
と
も
）、
皇
族
以
外
の
者
と
婚
姻
し
て
も
、
皇
室
会

議
の
議
を
経
て
、
皇
族
の
身
分
に
留
ま
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

す
れ
ば
、
か
な
り
解
決
し
よ
う
。

　

現
在
、
皇
族
男
子
は
、
一
般
女
性
と
結
婚
し
て
独
立
す
る
際

に
宮
号
を
賜
り
、
そ
の
妻
と
な
る
女
性
も
そ
の
子
孫
も
皇
族
の

身
分
を
得
て
一
家
族
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、

皇
室
に
生
ま
れ
育
っ
た
女
子
も
、
一
般
男
性
と
結
婚
し
て
独
立

す
る
際
に
宮
号
を
賜
り
、
そ
の
夫
と
な
る
男
性
も
そ
の
子
孫
も

皇
族
の
身
分
を
得
て
一
家
族
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
の
は
、
自
然
で
あ
り
妥
当
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
一
般
か
ら
皇
室
に
入
り
う
る
の
は
、
そ
の
妻
・

そ
の
夫
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
人
物
に
絞
ら
れ
、
そ
れ
を
皇
室
会

議
（
首
相
が
議
長
）
で
吟
味
し
て
内
定
す
る
。
ま
た
、
天
皇
の

子
と
孫
（
親
王
・
内
親
王
）
は
、
原
則
と
し
て
皇
室
に
留
ま
る

べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
曾
孫
以
下
（
王
・
女
王
）
は
本
人
の
意
向

と
状
況
に
よ
り
皇
室
を
離
れ
る
こ
と
も
で
き
る
、
と
し
て
お
く

ほ
う
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
十
二
年
十
月
ま
で
皇
族

で
あ
っ
た
「
旧
皇
族
」
が
六
十
七
年
後
の
今
日
も
数
名
健
在
あ

り
、
ま
し
て
そ
の
子
孫
（
男
女
と
も
）
な
ら
ば
多
数
に
の
ぼ
る
。

従
っ
て
、
そ
の
う
ち
男
性
だ
け
で
も
皇
籍
を
取
得
し
、
宮
家
を

新
た
に
立
て
る
（
ま
た
は
廃
絶
宮
家
を
継
ぐ
）
こ
と
が
本
当
に

で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
か
な
り
解
決
し
よ
う
。

　

そ
の
場
合
、　
「
旧
皇
族
」
の
当
人
に
限
れ
ば
、
被
占
領
下
で

失
っ
た
身
分
を
回
復
す
る
と
い
う
名
分
が
立
つ
。
し
か
し
、
そ

の
子
孫
は
殆
ど
講
和
独
立
後
に
一
般
国
民
と
し
て
生
ま
れ
育
っ

た
人
々
で
あ
る
か
ら
、
現
行
憲
法
の
も
と
で
皇
族
と
い
う
特
別

身
分
を
取
得
す
る
こ
と
は
、
容
易
で
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
も
、
過
去
に
臣
籍
降
下
し
な
が
ら
特
別
な
事
情
で
皇
族

に
戻
っ
た
例
は
少
く
な
い
が
、
そ
れ
は
数
年
か
ら
十
数
年
以
内

で
あ
る
。
そ
の
上
、
現
皇
室
（
今
上
陛
下
）
と
四
十
親
等
以
上

も
離
れ
た
伏
見
宮
系
の
旧
宮
家
皇
族
を
、
八
木
教
授
の
ご
と
く

「
も
う
一
つ
の
皇
統
」
と
錯
覚
す
る
よ
う
な
人
が
い
る
と
す
れ

ば
、
極
め
て
憂
慮
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　

実
は
約
六
百
年
前
に
で
き
た
伏
見
宮
家
の
子
孫
は
（
律
令
の

規
定
に
よ
り
天
皇
の
皇
子
し
か
親
王
と
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の

で
）、
代
々
当
今
天
皇
の
「
猶
子
」（
名
目
養
子
）
と
な
っ
て

「
親
王
」
を
名
乗
り
宮
家
を
世
襲
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
か

ら
、
決
し
て
「
も
う
一
つ
の
皇
統
」
で
は
あ
り
え
な
い
（
系
図

参
照
）。
従
っ
て
、「
旧
宮
家
」
子
孫
の
皇
籍
取
得
策
は
、
こ
の

よ
う
な
錯
覚
を
払
拭
し
た
上
で
、
慎
重
に
検
討
さ
れ
た
い
。
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「皇位は世襲」の皇室永続に向けて

む
す
び 

― 

管
見
の
要
約
と
合
意
形
成   

― 
　

最
後
に
、
管
見
を
整
理
し
直
そ
う
。
私
は
十
数
年
前
か
ら
、

皇
室
永
続
の
た
め
に
次
の
三
点
を
考
え
て
て
き
た
。

　

イ�

皇
位
継
承
者
は
、「
皇
統
に
属
す
る
皇
族
」
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

ロ�

そ
れ
は
「
男
系
の
男
子
」
を
優
先
し
な
が
ら
「
男
系
の
女

子
」
も
「
女
系
の
男
女
」
も
認
め
て
お
く
。

　

ハ�

「
男
系
の
男
子
」
を
確
保
す
る
た
め
で
あ
れ
、「
旧
皇
族
」

の
復
帰
策
は
無
理
が
あ
り
望
ま
し
く
な
い
。

　

こ
れ
は
、
現
時
点
で
も
、
大
筋
に
変
わ
り
な
い
が
、
よ
り
現

実
に
即
し
て
次
の
ご
と
く
考
え
て
い
る
。

㈠�　

皇
位
継
承
者
は
、
三
代
先
ま
で
「
男
系
の
男
子
」
が
お
ら

る
か
ら
、
そ
の
維
持
と
実
現
に
主
力
を
注
ぐ
。

㈡�　

そ
の
継
承
者
を
身
近
に
支
え
る
た
め
、
皇
族
女
子
（
特
に

三
内
親
王
）
は
結
婚
後
も
皇
室
に
留
ま
れ
る
よ
う
に
す
る
。

㈢�　

皇
室
活
動
を
支
え
る
た
め
に
必
要
な
ら
ば
「
旧
皇
族
」
も

当
人
に
限
っ
て
手
伝
い
う
る
よ
う
に
す
る
。

㈣�　

そ
の
た
め
、
現
行
典
範
は
、
当
分
、
㈠
の
原
則
を
変
え
な

い
で
、
㈡�

の
改
正
と
共
に
、
㈢
の
可
能
性
も
考
え
る
。

㈤�　

た
だ
、
将
来
（
十
数
年
先
）
の
状
況
次
第
で
は
、
前
述
ロ

も
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
に
は
賛
否
両
論
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、「
皇
位
は
世
襲
」

の
皇
室
永
続
と
い
う
共
通
目
的
の
た
め
に
、
当
面
な
す
べ
き
こ

と
、
将
来
な
し
う
る
こ
と
を
し
っ
か
り
考
え
て
、
実
現
可
能
な

具
体
案
を
練
り
あ
げ
、
大
方
の
合
意
形
成
に
進
む
た
め
の
叩
き

台
と
し
て
、
建
設
的
な
御
批
正
を
賜
り
た
い
。

　

な
お
、
私
は
一
昨
年
来
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
に
所
属
し
、

麗
沢
大
学
の
客
員
な
ど
も
兼
ね
て
い
る
。
こ
の
大
学
に
は
、
当

然
な
が
ら
巾
広
い
学
問
の
自
由
が
あ
り
、
昨
年
「
女
性
は
天
皇

に
な
れ
る
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
討
論
会
を
企
画
さ
れ
た
松
本

健
一
教
授
が
お
ら
れ
る
一
方
、
か
ね
て
「
男
系
男
子
の
血
統
原

理
」
を
強
調
す
る
八
木
秀
次
教
授
が
今
春
着
任
さ
れ
た
。

　

そ
の
中
に
あ
っ
て
、
こ
の
両
者
を
は
じ
め
双
方
に
近
い
人
々

に
も
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
私
な
り
に
真
剣
な
努
力
を
続
け

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

�

（
平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
日
稿
）

［
付
記
］　

安
倍
内
閣
の
菅
官
房
長
官
は
、
六
月
三
十
日
、「
皇
族
数

の
減
少
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
か
、
政
府
内
で
検
討
さ
せ
て

い
る
」
が
「
皇
室
制
度
に
関
す
る
課
題
は
、
慎
重
に
丁
寧
に
対
応

す
る
こ
と
が
大
切
だ
」
と
語
っ
て
お
ら
れ
る
（
読
売
新
聞
七
月
一
日

朝
刊
）。
こ
の
通
り
な
ら
ば
、
ま
こ
と
に
結
構
な
こ
と
で
あ
る
。

　

課
題
は
深
刻
な
「
皇
族
数
の
減
少
」
を
防
止
す
る
こ
と
で
あ
り
、

実
現
可
能
な
方
法
を
「
慎
重
に
丁
寧
に
」
検
討
し
て
頂
き
た
い
。

（
七
月
二
日
記
）
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一系の皇統と世襲四親王家の関係系図

※世襲四親王家のうち、桂宮・有栖川宮・閑院宮の三家は既に廃絶し、伏見宮家のみ現存。それ以外の近代宮家（久邇・賀陽・朝香・
東久邇と北白川・竹田の６家および廃絶した山階・小松・梨本・華頂・東伏見の５家）も、すべて伏見宮⑳邦家親王の子孫である。

宮家: ①～㉒：（あ）伏見宮家
 1～11：（い）桂宮家
 　～　：（う）有栖川家
 　～　：（え）閑院宮家
点線 :養子関係　　＝＝：結婚関係
出典 :『皇室制度史料』（皇族 1・4）等

１ 10

１ ７

北１
光厳天皇

北４
後光厳天皇
北５
後円融天皇

北３
崇光天皇

（あ）伏見宮　①栄仁親王（1世）

③貞成親王（後崇光院）　　②治仁王
100
後小松天皇

101
称光天皇

102
後花園天皇 ④貞常親王（3世）

⑤邦高親王

⑥貞敦親王

⑦邦輔親王

⑧貞康親王

⑨邦房親王

⑩貞清親王

103
後土御門天皇
104
後柏原天皇
105
後奈良天皇
106
正親町天皇

誠仁親王

（い）桂宮
（う）有栖川宮

（え）閑院宮

作宮

室子女王

近衛信尋１ 好仁親王

２ 良仁親王

３ 幸仁親王

４ 正仁親王

５ 職仁親王

６ 織仁親王

７ 韶仁親王

８ 幟仁親王

９ 熾仁親王 10 威仁親王

1智仁親王

2智忠親王

3穏仁親王

4長仁親王

7家仁親王

9家仁親王 猗宮

10節仁親王 11（敏宮）淑子内親王（和宮）親子内親王

8公仁親王＝＝徳川寿子

5尚仁親王

6文仁親王

107
後陽成天皇

108
後水尾天皇

110
後光明天皇

111
後西天皇

109
明正女帝

112
霊元天皇

113
東山天皇

114
中御門天皇

115
桜町天皇

117
後桜町女帝

116
桃園天皇

119
光格天皇

120
仁孝天皇

121
孝明天皇

118
後桃園天皇

北２
光明天皇

⑪邦尚親王（10世）

⑬貞致親王（11世）

（14世）

⑳邦家親王（16世）

㉒貞愛親王

㉑貞教親王

⑮貞建親王

⑯邦忠親王
⑰貞行親王

⑱邦頼親王

⑲貞敬親王

⑭邦永親王

⑫邦道親王

直仁親王１

典仁親王２

美仁親王３

孝仁親王＝＝藤原吉子４

愛仁親王５ 載仁親王６

春仁親王７

凡例
（南北朝合一）

96
後醍醐天皇

97
後村上天皇

98
長慶天皇

99
後亀山天皇 〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉〉

〉〉〉〉〉〉〉〉


